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１．概要（Summary）

ガスアトマイズ法で作製したマグネシウム合金粉末の焼

結体は、均一な等軸粒から成り、合金元素の偏析が生じ

にくいため、粉末を原料とするマグネシウム合金の靭性は

良好である[1][2]。さらに、合金粉末作製時に熱的に安定

な化合物を形成できる元素を添加すれば、ミクロ組織中

に微細な金属間化合物が形成されマグネシウム合金の特

性の向上が期待される。そこで、金属間化合物形成元素

を添加した Mg-Al-Si-Sn-Zn 系合金粉末を作製し、その

組成を把握するため、ICP-OES および ICP-MS を用い

て分析を行った。

２．実験（Experimental）
【利用した主な装置】

誘導結合プラズマ質量分析装置（ICP-MS）および

ICP-OES（Agilent 5100）およびを用いた。

【実験方法】

Mg-Al-Si-Sn-Zn 系に Be、B、Bi を添加した三種類の

合金粉末（A、B、C）をガスアトマイズ法により作製した。

３．結果と考察（Results and Discussion）

組成分析の結果を Table 1 に示す。Al、Si、B、Be は

溶湯表面に濃化しやすく、特に Si、B、Be は状態図を参

照すれば平衡状態では Mg 中に固溶せずに化合物を形

成する元素であると考えられる。ガスアトマイズ法は、坩堝

内で原材料が溶解された後、坩堝の底にあるノズルを溶

湯が通過して下方に噴霧する方法である。坩堝内で凝固

した合金塊の表面を分析した結果から、噴霧時に合金元

素が溶湯表面に濃化したため、作製した粉末の合金元素

濃度は、添加量よりも低下したと考えられる。また、固溶し

ない元素や分配係数が 1 よりも小さい元素は粉末が凝固

する際、デンドライト界面あるいは粉末表面に濃化し、この

挙動が顕著になれば、Mg 基粉末と分離し、合金元素が

非常に濃化した粉末が形成されてしまうと考えられる。以

上のことから、特に、Si、B は溶解前の添加量よりも少なく

検出されたと考えられるが、さらに要検討である。

Table 1 Chemical composition of powders. （wt.%）

Al Si Zn Sn Bi B Be
A 4.03 0.43 0.96 2.21 - - 0.013

B 3.99 0.49 0.98 2.16 3.86 - 0.006

C 3.76 0.62 0.97 2.15 - 0.05 0.008
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